
－29－

キーワード：看護系大学，卒業生，キャリア支援，文献検
討

Ⅰ．緒言

　近年の急速な少子高齢化，医師の働き方改革に伴う
タスクシェアリングの推進や医療の高度化・専門化を
背景に，看護職にはこれまでに比べより高い知識・技
術の習得が求められている．このような背景から，看
護職は看護基礎教育終了後も自己研鑽に努め，キャリ
アを中長期的に発展させていく事が重要であると言え
る．キャリアを発展させていく力は，専門職としての
自発的な能力開発を継続するための能力として，学士
過程で育成することの重要性が明記されている1）．ま
た，在学生のみならず大学として卒業生が生涯を通じ
てその能力を向上させ，発揮し続けることを組織的に
支援する体制を検討していく必要があるとも述べられ
ている1）．つまり，卒業生の看護職の生涯学習支援を
積極的に行い，大学としての社会的責任を果たすこと
が求められている．しかし，現状具体化する方法は模
索中で，今後開発していく必要があると指摘されてい

る2）ように，著者らが勤務する大学（以下，Ａ大学）
においてもその方法は模索中である．
　卒業生へのキャリア支援を検討するにあたり，効果
的な支援を実現する為には卒業生のキャリアの現状や
要望に即したものでなければならない．しかし，現段
階ではＡ大学卒業生が卒後どのように看護職としての
キャリアを歩んでいるのかは明らかとなっておらず，
現状調査から始める必要がある．そこで，本研究では
Ａ大学での調査やキャリア支援の検討に向けて，先行
研究における看護系大学の卒業生を対象としたキャリ
アに関する調査および支援に関する文献を概観し，調
査の項目や，卒業生を対象としたキャリア支援方法に
関する示唆をまとめる．また，その結果から卒業生の
キャリア動向調査の調査項目の明確化およびキャリア
支援内容の検討に繋がる資料を得ることを目的とする．

Ⅱ．方法

　医中誌Webで，「看護生涯教育 /TH」×「職歴の移
動 /TH」or「キャリア形成 /AL」および「キャリア教
育 /AL」×「看護基礎教育 /TH」，「看護基礎教育 /TH」

看護系大学が卒業生に行うキャリアの動向調査と
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要旨
　医中誌WebとGoogle Scholarで検索した看護系大学が行う卒業生のキャリア調査・支援の検討に関する論文から，A大学
における卒業生への動向調査や支援内容の検討へと繋がる資料を得ることを目的とした．卒業生のキャリアに関する調査は，
就業状況や転職理由，キャリアに影響する要因に焦点が当てられていた．キャリアは経時的に変化し多くの要因に影響され
るため，その過程や影響要因の具体的内容を明らかにする調査項目が必要であることが明確となった．キャリア形成支援で
は，自己研鑽機会提供や悩みへの支援，卒業生同士の交流の重要性と，大学ごとに卒業生のニーズに合わせた具体的支援を
検討することが必要であると示唆された．
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×「職歴の移動 /TH」or「キャリア形成 /AL」，「キャリ
ア教育 /TH」×「職歴の移動 /TH 」or「キャリア形成
/AL」の 4通りを検索した（検索日：2023/ 3 /20）．会
議録は除外し，2009～2021年に限定した．538件がヒッ
トし，タイトルと抄録から看護系大学が行っている卒
業生への動向調査やキャリア支援，あるいは支援内容
の検討を目的としている論文のみを選択し，重複文献
を除くと15件となった．Google Scholarでは，「看護大
学卒業生」＆「キャリア支援」のキーワードで，2009
年～2021年に限定し検索した．結果，4,650件がヒット
した．この方法では，入力したキーワードの一部（例
えば“看護”，“大学”，“卒業生”，“キャリア”，“支援”）
が入っているものが検出されるため，キーワード一致
数の多い関連性順に並び替える機能を使用した．また，
検索エンジンの仕様上，940件目以降の検索結果が表
示できなかったため，この範囲内で検討した．タイト
ルと，該当キーワード前後の文章を読み，上述した条
件に合う論文は，医中誌Webとの重複文献を除き 3件
が該当した．計18件の論文を分析対象とした．
 

　対象文献を，出版年，研究目的，研究対象者，研究
方法，結果と考察の概要を一覧表に整理した．次に，
調査項目内容ごとに分け該当する論文を整理した．ま
た，本文の記述内容から大学が行う卒業生へのキャリ
ア支援に関する示唆を 1つの意味内容になるように抽
出し，その内容の類似性から分類し名称をつけた．
 

　公開後の文献を使用し，引用や参照した場合には出
典を明記した．また，先行研究の知見と自らの知見を
区別して述べることで著作権等の侵害がないように配
慮した．

Ⅲ．結果

　分析対象となった論文を表 1に示す．また，実施・
調査内容ごとに分けたものを表 2，キャリア支援への示
唆や提言をまとめたものを表 3に示す．研究目的では，
卒業生の動向調査が最も多く12件で，キャリア形成支

表 1．文献リスト
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表 2．実施・調査内容一覧表

表 3．大学における卒業生へのキャリア形成支援への示唆　分類一覧
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援の示唆やあり方を検討しているものが 9件あった（動
向調査と併せて行っているものを含む）．また，キャリ
アを育む経験や，卒業生が卒後に体験している困難や
負担感，キャリアアップの上で求める支援や大学への
要望を明らかにすることを目的とした研究もあった．

　実施・調査内容（表 2）で最も多いのは卒業時と
現在の就業状況に関する設問で，就業先と選択理由，
転・退職の有無と理由，出身地と就職地域などを問う
ていた．経験年数を重ねると看護師以外の職種の割合
が増加していた5） 6） 7） 8） 9）．卒業時の就業先選択で
は主に，教育・研修の充実10）11）12）13），地元であるこ
と5）14），施設の規模・設備5）11）が重要視されている
傾向にあった．転勤や退職の経験がある者は20％～
55％5） 6）10）11）14）であり．理由は結婚や出産・育児に
関連するもの5） 6）10）11）14）が上位で，その他，職場で
の人間関係11）14），労働環境5） 6）11）14），スキル・キャ
リアアップ5） 6）14）が多かった．
　次に多いのは卒業後に求める支援への設問と今後の
キャリアへの希望に関する設問であった．前者では，
大学に求める支援や，キャリアアップに対して得たい
支援を問うていた．進学や資格取得，キャリアデザイ
ンに関する相談への要望が多く5） 6） 7）10），研修会の
開催7） 9）10）15），研究支援5） 7），図書館などの施設利
用の優遇6） 8）10）16）を求めていた．加えて，卒業生同
士の情報共有の機会やネットワーク6） 7） 8）16），学科
のイベント情報5）や最新情報の配信6）など情報共有
のニードが多かった．再就職7）16）やメンタルヘルス
への支援の要望もあった7）．後者の設問では，職務継
続意思や，進学意思，キャリアアップの認識について
問うていた．同じ職場での就労継続希望は約 4割，就
業先を変えて看護師を続けたい者が 2割程度8）14）で
あるとの報告や，現在の職場での職務継続意思が 8
割であるとの報告もあった9）．進学希望ありは約 1割
で9）12）17），大学院博士前期過程が多かった12）16）．取
得希望の資格は認定看護師が最も多かった16）．自己研
鑽への問いでは，進学や新たな資格取得は10年目以上
に多く，学会や勉強会，院内外での研修に参加してい
る者が多かった10）．進学者は10.4％～26％5）12）で知識
や視野の拡大，専門性向上を目的としていた5）．卒業
年度が若い群が，修士・博士号取得までの卒後年数が
短縮傾向であるという結果もあった18）． 
　職務継続が出来ている理由への設問では，同じ部署
や同期との励まし合い，趣味などでリフレッシュする
ことが職務継続に繋がっており，また，役割遂行へ
の肯定的評価や，専門性を高める方法への情報を得
る事も職務継続に影響していた6）．仕事では，やりが

い8）12），待遇や給与8）12），人間関係の良さ8）12），知
識・技術が得られること12）が職務満足に繋がっていた．
一方，困難や負担への問いでは，研究・学会活動に関
心がもてない，職場で研究を求められることに負担を
感じる者が最も多く5），自己研鑽が十分に出来ていな
いと感じる者も多かった5）16）．また，高い知識や技術
を求められること8）14）16），業務や課題の多さ8），想
定外の状況での判断や対処が求められること16），責任
の重さ8），職場の人間関係8）14）16）に困難や負担を感
じる傾向にあった．悩みについてはキャリアに関する
ものが最も多く，キャリアビジョンの明確化や進学・
資格所得のタイミングに悩んでいるという報告もあっ
た14）．
　その他，大学での生活や教育への意見・評価3）6）9），
ディプロマポリシーに定められた能力に関して大学で
の教育がどの程度役立ったか12）など，大学でのキャ
リアに関する教育への振り返りに対する設問があっ
た．

　卒業生へのキャリア支援実施と評価に関する報告は
2件あり，卒業生への研修会の開催3）19）や，卒業生
と在校生との交流会の開催， 1 - 3 年目を対象にした
新卒者交流会および卒業生全員を対象とした卒業者交
流会を開催していた19）．対象文献内で提案や検討，意
義について言及されていた大学が行うべき卒業生に対
するキャリア形成支援は，〈キャリアアップに向けた
自己研鑽機会の提供と支援体制の構築〉，〈卒業後の悩
みや困難に対する相談・支援体制の構築と提供〉，〈卒
業生の繋がりを維持し，相互作用によりキャリアを育
む支援体制の構築と提供〉の 3つに分類された（表
3）．

Ⅳ．考察

　大学が実施する卒業生のキャリアに関する調査は，
主に卒業時と現在の就職状況の比較や，職歴の異動の
有無とその理由など就業状況が中心であった．現在の
就業状況や職歴の異動等の定点的内容は，卒業生が看
護職としてのキャリアを歩んできた先の結果を表すも
のであり，その歩んできた過程は考慮されていない．
組織内キャリアは，組織の中で一定期間のうちに個人
が経験する職務内容，役割，地位，身分などの変化の
1系列であり20），連続性のあるものである．加えて，
キャリアの選択は，看護職として働く中での環境との
相互作用や経験，およびそれらへの意味づけの影響を
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受けており21），停滞を示すキャリア・プラトーは，仕
事への慣れや能力を発展させることが出来ない状況か
ら生じ，脱するにはキャリア発達に対する動機付けや
環境の変化が重要であることが示唆されている22）．つ
まり，キャリアの発達は流動的であり，その中で多く
の要因の影響を受けていると言え，結果だけでなく経
時的な流れや，その過程における要素にも注意を向け
ることが重要になると考える．これは，先行研究内で
転・退職理由へと繋がる職場環境やライフイベント，
キャリアへの認識，職務への困難さがキャリアに影響
する要因として注目され，就業状況と共に調査されて
いたことからもその重要性が伺える．このことから，
卒業生へのキャリアに関する動向調査の内容には，卒
業時と現在の就業状況という一般的な事項に加え，前
述した影響要因の具体的内容を卒業生の記述から明ら
かにできる設問を設ける必要があると考える．また，
大学での教育内容の評価や，大学への要望は支援内容
の示唆を得る上で重要な情報となっていた．このこと
から，キャリアの発達に向けて望んでいる具体的支援
や大学への要望についても併せて調査し，明確にする
ことが必要であると考える．

　大学が行う卒業生へのキャリア形成支援について
は，キャリアに関する調査結果の特徴から支援内容の
検討へと繋げていた． 3つに分類されたキャリア支援
への示唆について注目すべきは，自己研鑽の場の提供
や，悩み・困難への支援，卒業生同士の交流の機会を
提供することの重要性だけでなく，これらの支援体制
の構築に対する検討の必要があるという示唆が多いこ
とである．これは，緒言でも述べたように大学におい
てその支援体制が確立されていないことが影響してい
ると考える．結果で示したように設問に対する回答内
容は幅が広く，大学ごとに卒業生のニーズやキャリア
に関する問題の優先順位に異なる部分を認めた．つま
り，大学ごとに卒業生のキャリアの発達に関わる問題
は異なる可能性がある．これらに鑑みて，A大学にお
いても調査結果を基に卒業生の特徴に合わせ，結果で
示す 3つのキャリア支援のより具体的な内容を検討し
提供していく必要がある．

Ⅴ．結論

 　卒業生のキャリアに関する調査は，就業状況や転職
理由，キャリアに影響する要因に焦点が当てられてい
た．キャリアは経時的に変化し多くの要因に影響され
るため，その過程や影響要因の具体的内容を明らかに

する調査項目が必要であることが明確となった．ま
た，大学が行う卒業生へのキャリア形成支援は確立さ
れておらず，調査結果の特徴から個々の大学において
支援内容の検討を推し進めていくことが必要であると
示唆された．
　文献検索において検索エンジンの仕様上，検索結果
のすべてを確認できなかった．そのため，確認できな
かった検索結果の中に本研究の分析対象となる文献が
いくつか存在している可能性は否定できず，本研究の
限界である． 

　本研究におけるCOIはない．
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